19、当日の仕事
さあ、いよいよ演奏会当日です。しかし情宣には音出しもままならない大変な仕事が立ちはだかります。事前にしっかり計画を立てて、しっかり音出しができるようにしましょう。せっかくお客様が入ってくれるのに、恥ずかしい演奏を聴かせるわけにはいきません。また、事前に先輩方に連絡を取り、当日の仕事の手伝いを依頼してみると良いでしょう。先輩に当日特別な用事がなければ手伝っていただけると思います。そうすることで、当日仕事の面での心配も軽減されますし、音出しも長くできるようになると思うので良いコンディションで演奏会に臨めるようになると思います。先輩方への御礼の気持ちはしっかりした演奏をすれば伝わりますので、遠慮せずに手伝っていただいて良いと思います。
※当日用意するとよいもの

□はさみ　　□テープ　　□挟紙（パンフの仕分けで役に立ちます。）　　□マジック
□両面テープ　　□鉛筆（研いだもの）　　□封筒（当日に招待券を渡すことがあるので）

□輪ゴム　　□ポスター　　□アンケートBOX　　□半券回収箱　　□部印　　□のり
□主将印　　□自分の印鑑　　□領収書（当日に渉外などが広告料徴収に使う。）

□アンコール曲目　　□アンケート　　□ガムテープ　　□紐（立て看をくくりつける）

□仮パンフ　　（□飾りつけの道具　　□当日券　　□プログラム予備　　□雑巾）
　では、情宣の当日の仕事について説明していきます。来年のことも考え補佐にも手伝わせてあげましょう。ある程度仕事が終わったら音出しに行かせてあげて下さい。
（1） 受付設営
□ポスターを貼る。

市民会館はガラスに直接貼ってよいことになっているので（一応会館の人に許可は取ること）目立つように、貼れるところには貼っていく。

県立劇場はガラスに直接貼ることが禁止されているので、ポスターを貼る掲示板を借りて、それに貼り付けて設置する。

□立て看板を設置する。

（これは学校からトラックで運んできてもらう）事前に楽器に相談して立て看板を運んでもらっておくこと。一枚は入り口付近に立てかける。何枚かある場合は目立つように色々なところに立てかける。歩行者に見えるようにするとよい。

□一般受付の設営を行う。

・アンケート用鉛筆　　・アンケート入れ　　・チケットの半券入れ

を準備する。

（2） アンケート、ビラはさみ
当日他団体の方がビラを持ってきます。外部の人と一緒にビラを挟みます。これが一番時間がかかるので、可能であればOBの先輩方などにも手伝ってもらってください。

　他団体の人で当日遅刻してビラを持ってくる人などもいるかもしれませんが、ビラはさみは何があろうと時間通りに始めます。そうしないと音出しができなくなってしまいます。遅刻してきた団体、また当日までに連絡をせずにいきなりビラを持ってきた団体については、そのときの判断で追い返しても混ぜてあげてもいいと思います。私たちのときも何団体かありました。こういうところは失礼な団体として追い返しても良いのですが、私達は後のお付き合いのことを考えてできるだけ混ぜてあげるようにしました。
＊ビラはさみについて

アンケートが一番上になるように挟んでいく。ビラは上から日付が近い順に挟む。挟んでいる途中、なくなるビラがあると思うが、きちんとわかるように処理しておくこと。50部ずつぐらいにわけて、何部か把握できるようにしておく。

演奏会後

（３）幹部挨拶、受付撤収、（OB総会）

　自分の楽器を片付けたらすぐに受付に向かい、お客様のお見送り、その後にすぐ受付撤収に入る。このときアンケートの管理をしっかり行うこと。勝手にコンパ会場などに持っていかれないように注意しましょう。

幹部はお客様の見送りをするので、補佐がアンケートの回収を行うようにする。もし、OBの先輩に手伝っていただけるときはできるだけ手伝ってもらうと良い。また、他サークルにお手伝いを頼んでいる時は、ある程度情宣補佐が一般受付に立った時点で渉内の方から解散してもらえるように伝えること。ある程度お客様がはけたら受付撤収を行う。情宣は印鑑などの貴重品を多く持ってきているので、それらがなくならないようにしっかり管理して持ち帰ることが大切。定演時はOB総会があるので演奏会の後も大変です。また、情宣は集計をきちんと行い、データを残していくことも大切なことなので、残りのパンフなどのしっかりした管理と集計ができるように計画を立てておきましょう。
（４）部室掃除、プレゼントボックス管理、情宣棚の整理
　受付の撤収が終わったらすぐに部室の方へ戻ります。そして部室を掃除して楽器が戻ってきても気持ちよく入れられるようにしましょう。プレゼントボックスが着いたら情宣の方で管理しましょう。ケーキなど生ものがあればコンパ会場に持っていってその日に渡してあげ、花がある場合はできれば水につけてあげるとよいです。また、演奏会に持っていったものをなおすのと一緒に情宣棚を片付けてあげましょう。
※当日のお手伝い

　演奏会当日、個人的に何人かの人が宣伝に協力してくれました。看板を持って街を歩いて呼びかけてもらったり、ビラを配って宣伝してもらったり、開演間近の時間帯になったらお客様を誘導してもらったりといった感じです。友達にそんなことをやってもいいよという気さくな人がいれば手伝ってもらうと良いかと思います。

※コラム　ホールの指定席について

消防法により、2000人規模のホールでは指定席でなければならないとのことです。
アマチュアの場合、指定券を売っても来てくれる保障は無いため、当日指定という形になります。開演の数時間前にチケットと指定券を引き換えてもらうのです。

実はこれにはかなり問題があります。1000人お客様が来てくださったとしたら同時ではないにしろ1000人が並ぶことになります。そうすると席が選べなかったり、対応がまずいと本気で怒るお客様が出てきます。怒ってしまったら最後、その演奏会は楽しめなくなってしまうでしょう。そういう意味で、団体としても重要な事項として対応しなければなりません。
できるだけ受付には経験が豊富な方を置いたほうが良いでしょう。受付は学生などに頼ってしまいがちですが、頼ったとしても経験が豊富なトラブル処理係りを必ず置いてください。それだけでもお客様の満足度は変わりますし、リピータの増減にかかわります。

そもそも、当日指定にする必要ってあるのでしょうか？消防法には立ち見がダメと書いてあって、ホール側が自主的にやっているのではないかとも言われています。実際、2000人を超えるホールで自由席もありますからね。
事実として満員になるコンサートはほとんど無いと思います。にもかかわらず、当日指定のせいでホールを使っている団体、それどころかホールへの印象も悪くしているように思えてなりません。

こういう世界は「前例」などが重要なので変えるのは難しいことが関係しているのでしょうか。
